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田

雄
次
郎

は

じ

め

に

歌
川
広
重
（
一
七
九
七
―
一
八
五
八
）
の
手
に
な
る
五
五
枚
の
錦
絵
は
、
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
頃
よ
り
翌
年
に
至
る
ま
で
順
次
公

に
さ
れ
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
江
戸
の
人
々
の
眼
に
触
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
正
月
に
は
、
江
戸
の
版
元
、
保
永

堂
よ
り
俳
諧
師
、
四
方
瀧
水
の
序
文
を
付
し
た
揃
物
「
東
海
道
五
十
三
駅
続
横
画
」
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
鐚
飾
北
斎

「
富
嶽
三
十
三
景
」
を
超
え
る
人
気
を
得
、
そ
れ
ま
で
比
較
的
地
味
な
浮
世
絵
師
、
当
時
三
八
歳
の
広
重
の
名
を
世
間
に
広
め
る
の
に
充

分
で
あ
っ
た
。

彼
は
、
こ
の
、
世
に
い
う
保
永
堂
版
の
「
東
海
道
五
十
三
次
」（
以
下
、
保
永
堂
版
と
略
す
）
の
人
気
に
よ
り
、
同
趣
向
の
「
東
海
道

五
十
三
次
」
を
の
ち
に
数
多
く
描
い
た
。
そ
れ
ら
は
、
保
永
堂
版
に
対
し
、
狂
歌
入
東
海
道
〔
天
保
後
期
〕、
行
書
東
海
道
〔
天
保
後

期
〕、
隷
書
東
海
道
〔
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）〕、
人
物
東
海
道
〔
嘉
永
五
年
（
一
八
五
三
）〕、
竪
絵
東
海
道
〔
安
政
二
年
（
一
八
五

五
）〕
な
ど
と
称
さ
れ
、
今
日
、
そ
れ
ら
の
版
を
並
置
し
た
「
東
海
道
五
十
三
次
」
の
著
作
を
見
る
こ
と
も
で
き
る
盧
。

こ
れ
ら
の
比
較
に
つ
い
て
は
、
以
前
の
論
考
に
も
記
し
た
が
盪
、
近
藤
市
太
郎
の
「
四
十
種
の
東
海
道
は
、
何
処
に
広
重
で
も
興
趣
を

そ
が
れ
た
た
め
か
、
第
一
回
に
保
永
堂
か
ら
発
売
し
た
東
海
道
五
十
三
次
続
図
の
様
な
情
趣
豊
か
な
も
の
は
二
度
と
描
け
な
か
っ
た
」蘯
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と
い
う
見
解
が
正
鵠
を
射
て
い
よ
う
。
だ
が
、
同
時
に
、
内
田
実
の
「
彼
の
芸
術
が
円
熟
の
頂
点
に
達
し
た
時
代
の
作
品
に
比
較
す
れ

ば
、
垢
抜
け
し
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
重
く
、
ま
た
鈍
い
と
こ
ろ
が
あ
る
」盻
と
い
う
論
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
保
永
堂
版
に
対
す
る
批

判
が
あ
る
こ
と
も
指
摘
し
た
。

最
晩
年
の
「
名
所
江
戸
百
景
」
の
縦
型
の
紙
面
に
遠
近
感
を
強
調
し
た
斬
新
な
絵
画
へ
の
賞
讃
が
そ
の
根
底
に
存
在
す
る
の
か
。
そ
れ

と
も
、
保
永
堂
版
と
同
じ
横
型
の
「
木
曾
街
道
六
十
九
次
」
や
、「
近
江
八
景
」
中
の
有
名
な
「
唐
崎
夜
雨
」
の
雨
景
な
ど
の
風
景
表
現

に
比
べ
て
の
こ
と
で
あ
る
の
か
。

以
上
の
こ
と
を
考
慮
し
て
も
、「
東
海
道
五
十
三
次
」
の
場
合
は
、
保
永
堂
版
の
表
現
は
他
の
版
を
凌
駕
し
て
い
る
。
張
り
の
あ
る
風

景
表
現
、
一
つ
の
場
面
の
み
な
ら
ず
次
の
宿
場
の
景
へ
の
展
開
の
機
知
に
富
ん
だ
変
化
の
妙
な
ど
は
、
初
め
て
の
長
大
な
シ
リ
ー
ズ
を
描

く
と
い
っ
た
気
負
い
が
よ
い
方
向
に
進
ん
で
い
る
。
山
藤
章
二
の
い
う
「
デ
ビ
ュ
ー
に
は
誰
し
も
、
あ
た
た
め
て
き
た
構
想
や
情
熱
を
惜

し
気
も
な
く
盛
り
込
む
」眈
た
め
で
あ
る
の
か
。

そ
し
て
、
そ
の
絵
画
は
高
橋
克
彦
の
「
構
図
に
北
斎
ほ
ど
の
う
ま
さ
も
な
く
、
歌
麿
の
よ
う
な
描
写
の
迫
力
に
も
欠
け
る
が
、
広
重
の

作
品
に
は
心
が
あ
る
。
我
々
が
失
っ
て
し
ま
っ
た
『
日
本
人
の
心
』
が
封
じ
こ
ま
れ
て
い
る
の
だ
。
広
重
の
絵
を
見
て
誰
も
『
う
ま
い

な
』
と
は
い
わ
な
い
。『
い
い
な
』
と
い
う
だ
け
だ
。
技
術
を
超
え
た
部
分
に
広
重
の
魅
力
は
存
在
し
て
い
る
。
日
本
人
の
感
性
に
訴
え

か
け
る
『
心
』
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
絵
師
な
の
だ
」眇
と
の
論
述
そ
の
も
の
で
あ
る
。
広
重
の
絵
画
的
特
質
の
み
な
ら
ず
保
永
堂
版
の

す
ば
ら
し
さ
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。

こ
の
魅
力
あ
る
保
永
堂
版
の
「
東
海
道
五
十
三
次
」
を
他
の
版
と
比
較
し
つ
つ
、
日
本
絵
画
史
に
お
け
る
広
重
作
品
の
意
味
を
少
し
立

ち
止
ま
っ
て
考
え
て
み
よ
う
と
す
る
こ
と
が
本
稿
の
主
旨
で
あ
る
。

歌
川
広
重
「
東
海
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五
十
三
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」（
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永
堂
版
）
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鴣

保
永
堂
版
が
他
の
版
の
絵
画
表
現
と
相
違
す
る
こ
と
の
一
つ
に
、
江
戸
よ
り
京
ま
で
の
道
中
、
旅
人
な
ど
人
物
の
動
き
が
明
確
に
把
握

さ
れ
、
京
あ
る
い
は
江
戸
に
向
か
う
に
し
て
も
（
多
く
は
京
に
歩
を
進
め
る
旅
人
た
ち
で
あ
る
が
）、
そ
の
移
り
行
く
場
面
の
流
れ
が
強

く
意
識
さ
れ
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
途
中
に
は
茶
店
な
ど
休
息
の
時
と
い
っ
た
景
を
う
ま
く
配
し
、
乙
張
の
あ
る
展
開
は

双
六
的
と
感
じ
さ
せ
る
こ
と
も
あ
る
。
双
六
に
お
い
て
東
海
道
は
恰
好
の
題
材
で
あ
り
、「
東
海
道
五
十
三
次
道
中
細
見
双
六
」
な
ど
広

重
も
描
く
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
保
永
堂
版
に
お
け
る
双
六
的
流
れ
に
つ
い
て
は
、
以
前
に
も
少
し
触
れ
た
こ
と
が
あ
る
眄
。
無
論
、
そ
の

こ
と
は
四
方
瀧
水
の
序
文
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
比
べ
、
他
版
は
全
体
的
な
流
れ
よ
り
も
、
一
画
面
、
一
画
面
が
完
結
し
た
よ
う
な
構
図
と
な
る
も
の
が
多
い
。
行
書
東
海
道
で

は
茶
店
が
十
一
図
描
か
れ
、
こ
の
ほ
か
宿
が
四
図
、
鰹
節
屋
（
沼
津
）、
絞
染
屋
（
鳴
海
）
な
ど
の
商
店
が
見
え
る
。
同
版
に
、
茶
店
の

前
の
道
を
行
く
と
い
っ
た
旅
人
の
動
き
を
認
め
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、
多
く
の
場
面
は
人
々
が
茶
店
で
休
憩
す
る
景
と
な
り
、
前
の

場
面
か
ら
の
流
れ
が
そ
こ
で
止
ま
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
ら
の
茶
店
の
数
が
他
版
に
比
べ
て
多
い
こ
と
か
ら
、
こ
と
さ
ら
に
流
れ
の
停
滞
が

強
調
さ
れ
る
。
そ
の
上
、
全
図
に
わ
た
っ
て
画
面
中
の
旅
人
同
士
の
往
来
の
様
子
が
頻
繁
に
描
か
れ
る
の
で
、
江
戸
か
ら
京
へ
の
道
と
い

う
強
い
一
方
向
へ
の
流
れ
を
生
じ
に
く
く
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
画
面
が
一
つ
一
つ
完
結
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

隷
書
東
海
道
は
行
書
東
海
道
よ
り
も
流
れ
は
感
じ
さ
せ
る
が
、
そ
れ
と
て
も
、
道
中
の
駕
龍
、
馬
、
荷
物
の
運
搬
と
い
っ
た
描
写
に
多

く
が
割
か
れ
、
観
る
者
の
興
味
が
そ
こ
に
向
か
っ
て
し
ま
う
。
狂
歌
入
東
海
道
に
な
る
と
、
画
面
に
狂
歌
が
挿
入
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
煩

雑
さ
を
増
加
さ
せ
、
流
れ
の
減
速
は
お
ろ
か
、
絵
画
の
持
つ
深
い
詩
情
を
薄
め
る
作
用
が
働
い
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
て
く
る
。

竪
絵
東
海
道
で
は
、
晩
年
の
名
作
「
名
所
江
戸
百
景
」
に
あ
っ
て
郊
外
を
示
す
よ
う
な
遠
景
描
写
を
採
用
し
て
い
る
が
、「
名
所
江
戸
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百
景
」
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の
強
い
遠
近
表
現
と
い
っ
た
独
創
性
に
は
欠
け
て
い
る
。
一
図
、
一
図
が
こ
ぢ
ん
ま
り
と
ま
と
ま
る
の
み
で
、

や
や
凡
庸
の
感
が
あ
る
と
は
い
い
過
ぎ
で
あ
ろ
う
か
。

画
面
が
完
結
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
画
面
中
の
東
海
道
を
象
徴
す
る
街
道
筋
の
松
や
松
並
木
を
見
る
こ
と
で
も
明
ら
か
に
さ
れ

る
。
保
永
堂
版
も
全
図
の
半
数
ほ
ど
に
描
か
れ
る
が
、
た
と
え
ば
、
行
書
東
海
道
に
は
三
〇
個
所
以
上
、
隷
書
東
海
道
に
は
四
〇
個
所
以

上
の
場
面
に
そ
れ
ら
が
登
場
す
る
。
そ
し
て
、
画
面
で
よ
く
目
立
つ
の
で
あ
る
。
一
画
面
に
展
開
す
る
出
来
事
の
い
き
い
き
と
し
た
描
写

よ
り
は
、
完
結
し
た
一
場
面
の
風
景
描
写
を
基
調
に
し
た
温
和
な
ま
と
ま
り
に
表
現
の
重
点
が
置
か
れ
、
東
海
道
を
強
調
す
る
松
や
松
並

木
が
描
か
れ
る
こ
と
に
そ
の
原
因
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
一
方
、
保
永
堂
版
の
松
や
松
並
木
は
、
前
記
の
諸
版
に
比
べ
観
る
者
の
関

心
を
さ
ほ
ど
ひ
く
こ
と
は
な
い
。
各
々
の
場
面
に
生
じ
る
出
来
事
、
自
然
描
写
の
見
事
さ
に
目
が
向
け
ら
れ
、
さ
ら
な
る
場
面
へ
の
展
開

に
期
待
を
持
た
せ
る
流
れ
が
そ
こ
に
見
え
る
。

保
永
堂
版
に
見
え
る
流
れ
、
こ
の
拠
り
所
を
ど
こ
に
求
め
る
べ
き
で
あ
る
の
か
。
こ
れ
も
以
前
に
触
れ
た
の
で
あ
る
が
眩
、
も
う
一

度
、
大
名
行
列
に
代
表
さ
れ
る
武
士
に
関
わ
る
事
象
が
大
き
く
作
用
し
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。
大
名
行
列
は
、「
日
本
橋
」

「
品
川
」「
箱
根
」「
嶋
田
」「
金
谷
」「
荒
井
」「
白
須
賀
」「
岡
崎
」「
亀
山
」「
関
」「
土
山
」
に
見
え
、「
小
田
原
」「
藤
川
」
で
も
武
士
は

画
面
の
重
要
な
位
置
を
占
め
る
。
こ
れ
は
他
の
版
に
な
い
特
徴
で
、
城
も
「
小
田
原
」「
浜
松
」「
吉
田
」「
岡
崎
」「
桑
名
」「
亀
山
」
に

登
場
す
る
。

他
の
版
で
も
城
を
「
岡
崎
」「
桑
名
」
な
ど
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
徳
川
家
康
の
生
地
、
岡
崎
の
城
は
こ
の
時
代
に
あ
っ
て
当
然
で

あ
り
、
桑
名
の
地
で
あ
る
こ
と
を
如
実
に
示
す
七
里
の
渡
船
の
入
口
に
あ
る
桑
名
城
を
添
景
と
し
て
描
く
必
要
が
あ
っ
た
。
広
重
自
身
が

天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
八
朔
御
馬
進
献
に
同
行
し
た
こ
と
も
、
保
永
堂
版
に
お
け
る
武
士
的
事
物
へ
の
傾
斜
を
物
語
る
の
か
も
知
れ
な

い
。
こ
れ
に
比
較
す
る
と
、
他
の
版
は
庶
民
が
よ
り
多
く
画
面
の
主
要
人
物
と
な
っ
て
い
る
。

参
勤
交
代
の
大
名
行
列
は
、
そ
の
長
い
隊
列
に
よ
り
画
面
に
明
解
に
強
い
流
れ
を
形
成
す
る
。「
白
須
賀
」
お
よ
び
「
岡
崎
」
の
列
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は
、
京
か
ら
江
戸
へ
の
道
で
あ
る
が
眤
、
そ
の
他
は
江
戸
か
ら
京
へ
の
道
す
が
ら
で
あ
る
。
こ
の
流
れ
は
、
や
が
て
「
四
日
市
」
で
お
そ

ら
く
は
行
く
道
の
反
対
方
向
に
傘
を
飛
ば
さ
れ
そ
れ
を
追
い
か
け
る
旅
人
、「
庄
野
」
に
見
え
る
突
然
の
雨
に
逃
げ
ま
と
う
人
々
の
姿
な

ど
に
よ
っ
て
街
道
を
歩
む
速
度
を
よ
り
増
加
さ
せ
て
行
く
。

反
対
に
、「
蒲
原
」
の
雪
の
景
、「
鞠
子
」
の
と
ろ
ろ
汁
を
振
舞
う
茶
店
、「
江
尻
」
の
大
き
く
広
が
っ
た
海
景
な
ど
、
数
個
所
そ
し
て

最
小
限
の
場
面
が
、
そ
の
流
れ
を
柔
ら
か
く
受
け
止
め
、
全
体
の
良
き
休
息
の
雰
囲
気
を
与
え
て
い
る
。
見
事
な
構
成
力
が
そ
こ
に
存
在

し
て
い
る
。

鴟

保
永
堂
版
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、
他
の
版
に
は
あ
ま
り
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
隣
り
合
っ
た
宿
場
間
の
絵
画
表
現
に
お
け
る
有
機
的

結
合
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
も
保
永
堂
版
全
体
を
貫
く
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
流
れ
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。

起
点
の
「
日
本
橋
」（
図
１
）
か
ら
次
の
「
品
川
」（
図
２
）
へ
の
つ
な
が
り
は
従
来
よ
り
注
目
さ
れ
て
い
る
。「
日
本
橋
」
は
、
歌
に

も
あ
る
午
前
四
時
の
「
お
江
戸
日
本
橋
七
ツ
立
ち
」
を
す
る
大
名
行
列
の
先
頭
が
日
本
橋
を
渡
り
江
戸
を
出
発
す
る
景
が
描
か
れ
る
。
次

の
「
品
川
」
で
は
日
の
出
の
時
刻
、
同
じ
く
大
名
行
列
の
最
後
尾
を
描
き
、
こ
こ
に
両
者
の
距
離
を
も
含
め
た
時
空
間
的
推
移
が
明
ら
か

に
さ
れ
る
。
隷
書
東
海
道
を
例
に
す
れ
ば
、「
日
本
橋
」
の
賑
わ
う
橋
上
の
景
か
ら
鮫
津
の
茶
屋
を
描
く
「
品
川
」
の
間
に
は
そ
の
よ
う

な
移
り
行
き
は
存
し
な
い
。
他
の
版
も
隷
書
東
海
道
と
同
様
で
あ
り
、
こ
こ
に
保
永
堂
版
の
独
創
的
表
現
を
見
る
。「
嶋
田
」
か
ら
「
金

谷
」
へ
の
大
井
川
を
渡
る
大
名
行
列
も
、
保
永
堂
版
で
は
こ
の
時
空
間
的
推
移
を
見
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
。
流
れ
の
発
見
で
あ
る
。

保
永
堂
版
で
旅
籠
の
客
引
き
の
女
性
と
旅
人
を
描
い
た
「
御
油
」（
図
３
）
は
、
旅
籠
で
の
宿
泊
を
描
写
し
た
「
赤
阪
」（
図
４
）
に
続

く
。「
御
油
」
の
力
づ
く
の
留
女
か
ら
逃
げ
る
旅
人
の
動
き
は
、
彼
ら
と
は
同
一
人
物
で
は
な
い
が
、「
赤
阪
」
の
宿
で
く
つ
ろ
ぐ
旅
人
に
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図 1 歌川広重「東海道五十三次」（保永
堂版）「日本橋」（以下、保永堂版）

図 3 「御油」

図 5 「平塚」

図 7 「鞠子」

図 2 「品川」

図 4 「赤阪」

図 6 「大磯」

図 8 「岡部」
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図 9 「蒲原」

図 11 「土山」

図 13 「庄野」

図 15 「白須賀」

図 10 「由井」

図 12 「水口」

図 14 「亀山」

図 16 「二川」
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結
ば
れ
る
。
動
か
ら
静
へ
の
移
行
で
あ
る
。
こ
の
二
宿
の
距
離
は
東
海
道
中
も
っ
と
も
短
く
十
六
町
（
一
・
七
袰
）
で
あ
り
、
そ
の
距
離

を
逃
げ
る
と
い
う
表
現
と
も
受
け
取
れ
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
画
面
の
上
部
、
下
部
い
ず
れ
が
江
戸
の
方
向
で
あ
る
の
か
不
明
確
な
道
を
、

上
部
が
江
戸
で
あ
る
と
判
断
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。（
現
在
で
も
御
油
橋
を
渡
っ
て
ま
も
な
く
の
場
所
に
、
上
部
が
江
戸
の
こ
の
画
面

に
似
た
景
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
思
え
る
の
で
は
あ
る
が
）

人
物
東
海
道
も
両
宿
の
場
面
は
保
永
堂
版
と
基
本
的
に
は
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、「
御
油
」
の
客
引
き
に
は
保
永
堂
版
の
よ
う
な
力

強
さ
は
感
じ
ら
れ
ず
、「
赤
坂
」
も
な
ご
や
か
さ
に
欠
け
、
有
機
的
結
合
に
お
い
て
は
保
永
堂
版
に
遠
く
及
ば
な
い
。
な
お
、
広
重
は
版

に
よ
っ
て
赤
阪
、
赤
坂
（
よ
り
一
般
的
）
の
二
つ
の
表
記
を
使
用
す
る
。
山
藤
章
二
は
「
御
油
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

広
重
自
身
よ
ほ
ど
保
永
堂
版
が
気
に
入
っ
て
い
た
と
み
え
る
。
そ
の
証
拠
に
、
右
手
の
宿
の
中
に
絵
師
・
彫
師
・
霏
師
な
ど
の
ス
タ

ッ
フ
の
名
を
堂
々
と
書
き
出
し
て
い
る
。
シ
リ
ー
ズ
中
の
、
作
者
の
最
高
自
信
作
だ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
絵
か
き
は
不
本
意

な
作
品
に
決
し
て
こ
う
い
う
こ
と
は
し
な
い
か
ら
だ
眞
。

こ
の
作
家
の
言
葉
は
素
直
に
共
感
で
き
よ
う
。

東
海
道
に
お
い
て
御
油
、
赤
坂
間
の
次
に
短
い
の
は
平
塚
と
大
磯
間
の
二
六
町
（
二
・
九
袰
）
で
あ
る
。
保
永
堂
版
「
平
塚
」（
図
５
）

に
は
画
面
右
側
の
路
傍
に
平
塚
宿
を
表
す
榜
示
杭
と
関
札
が
立
つ
。
左
側
は
平
塚
宿
を
出
た
地
域
で
あ
り
、
そ
こ
に
大
磯
か
ら
来
た
町
飛

脚
が
平
塚
へ
足
早
に
向
か
っ
て
い
る
。「
大
磯
」（
図
６
）
で
も
画
面
右
側
に
榜
示
杭
と
関
札
が
見
え
る
。「
平
塚
」
の
画
面
左
側
か
ら

「
大
磯
」
の
画
面
右
側
は
榜
示
杭
と
関
札
に
よ
り
両
宿
場
間
の
短
い
距
離
を
画
面
外
の
余
白
を
含
め
て
暗
示
し
て
も
い
る
。「
平
塚
」
の
町

飛
脚
に
対
し
て
「
大
磯
」
で
は
馬
に
乗
っ
た
旅
人
が
雨
の
中
を
歩
む
。
画
中
に
示
さ
れ
た
「
虎
ヶ
雨
」
で
あ
り
、
虎
御
前
が
愛
す
る
曽
我

十
郎
の
命
日
に
流
す
雨
と
い
う
故
事
を
踏
ま
え
て
い
る
。
こ
の
広
重
の
文
学
的
情
緒
も
他
の
版
に
お
い
て
は
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

「
鞠
子
」（
図
７
）
と
「
岡
部
」（
図
８
）
の
連
続
性
も
看
過
で
き
な
い
。
芭
蕉
の
句
に
も
吟
じ
ら
れ
た
名
物
と
ろ
ろ
汁
を
出
す
茶
店
で

休
憩
す
る
旅
人
の
姿
が
保
永
堂
版
「
鞠
子
」
に
は
描
か
れ
る
。
茶
店
の
左
側
に
は
梅
の
花
が
咲
く
、
落
ち
着
い
た
春
の
景
で
あ
る
。
だ
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が
、
こ
の
の
ん
び
り
と
し
た
休
息
は
「
岡
部
」
の
急
坂
の
出
現
に
よ
り
気
分
が
一
変
す
る
。『
伊
勢
物
語
』眥
東
下
り
の
宇
津
の
山
、
つ
ま

り
「
蔦
の
細
道
」
で
あ
る
。
物
語
は
「
い
と
暗
う
細
き
に
、
つ
た
か
え
で
は
茂
り
」
と
記
し
、
主
人
公
は
「
駿
河
な
る
宇
津
の
山
べ
の
う

つ
つ
に
も
夢
に
も
人
に
あ
は
ぬ
な
り
け
り
」
と
詠
ん
だ
。
そ
の
様
は
画
面
両
端
の
緑
濃
き
山
容
に
囲
ま
れ
た
深
い
谷
間
の
坂
道
と
し
て
そ

の
険
し
さ
を
表
現
し
て
い
る
。
旅
人
は
休
息
の
後
、
こ
の
待
ち
受
け
る
急
坂
を
行
く
の
で
あ
る
。

こ
の
両
宿
に
つ
い
て
他
の
版
で
は
、
雪
景
の
隷
書
東
海
道
を
除
き
、
行
書
東
海
道
、
人
物
東
海
道
、
竪
絵
東
海
道
、
狂
歌
入
東
海
道
な

ど
も
と
ろ
ろ
汁
の
茶
店
風
景
の
「
鞠
子
」
を
描
い
て
い
る
。「
岡
部
」
は
、
行
書
東
海
道
が
「
鞠
子
」
の
茶
店
に
続
い
て
名
物
十
団
子
の

茶
店
を
描
写
す
る
以
外
は
、
同
じ
く
宇
津
の
山
の
険
し
い
景
色
を
描
こ
う
と
す
る
が
、
い
ず
れ
も
保
永
堂
版
の
大
き
く
弧
を
描
き
な
が
ら

高
低
差
の
著
し
い
、
鬱
蒼
と
し
た
谷
間
の
坂
道
に
比
べ
る
と
平
明
で
、
こ
の
点
で
も
保
永
堂
版
の
独
創
的
画
面
と
は
隔
た
り
が
あ
る
。

「
鞠
子
」
と
「
岡
部
」
の
よ
う
な
つ
な
が
り
を
保
永
堂
版
の
他
の
場
面
に
求
め
る
と
す
れ
ば
、「
蒲
原
」（
図
９
）
と
「
由
井
」（
図
１０
）

が
そ
れ
に
該
当
し
よ
う
か
。「
蒲
原
」
の
夜
の
雪
の
情
景
（
実
際
は
蒲
原
の
地
に
は
こ
の
よ
う
な
雪
景
は
あ
り
得
ず
、
広
重
の
フ
ィ
ク
シ

ョ
ン
説
が
強
い
）
に
続
い
て
、
険
し
い
薩
�
峠
の
道
を
「
由
井
」
に
お
い
て
見
る
。
つ
ま
り
、
全
体
の
流
れ
の
中
に
「
一
回
休
み
」
的
休

息
の
必
要
か
ら
「
蒲
原
」
に
雪
を
降
ら
せ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
堀
晃
明
は
、
こ
の
「
由
井
」
が
山
辺
赤
人
の
「
田
子
の
浦
ゆ

う
ち
出
で

て
見
れ
ば

真
白
に
ぞ

富
士
の
高
嶺
に

雪
は
降
り
け
る
」眦
の
歌
の
地
と
の
説
を
記
す
が
眛
、
そ
う
な
れ
ば
、「
鞠
子
」
か
ら
「
岡
部
」

へ
の
展
開
と
共
通
す
る
古
典
文
学
と
の
関
わ
り
を
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
や
や
穿
ち
過
ぎ
と
の
声
も
聞
こ
え
て
き
そ
う
な
気

も
し
な
く
は
な
い
。

今
ま
で
述
べ
て
き
た
隣
り
合
う
宿
場
表
現
と
は
保
永
堂
版
「
土
山
」（
図
１１
）
と
「
水
口
」（
図
１２
）
の
場
合
は
や
や
異
な
っ
て
い
よ

う
。
鈴
鹿
峠
を
越
え
た
大
名
行
列
の
一
行
は
春
雨
の
中
を
土
山
へ
と
急
い
で
い
る
。
こ
の
雨
は
「
庄
野
」
の
夕
立
ほ
ど
で
は
な
い
が
、

「
大
磯
」
の
雨
に
比
べ
る
と
か
な
り
の
降
り
を
思
わ
せ
る
「
土
山
」
の
景
で
あ
る
。
続
く
「
水
口
」
で
は
大
名
行
列
と
何
の
つ
な
が
り
も

な
い
農
家
の
千
瓢
づ
く
り
を
画
面
の
中
心
的
景
物
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
一
つ
前
の
「
土
山
」
の
雨
に
濡
れ
た
大
名
行
列
に
対
し
、
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千
瓢
を
干
す
と
い
う
行
為
に
よ
っ
て
そ
の
濡
れ
の
場
面
を
乾
か
す
に
続
け
る
と
い
っ
た
江
戸
の
洒
落
を
思
い
出
さ
せ
る
。
こ
れ
ま
た
他
の

版
に
は
な
い
考
え
練
ら
れ
た
画
面
展
開
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

鵄

保
永
堂
版
に
お
い
て
、
構
図
的
に
注
目
す
べ
き
は
「
庄
野
」（
図
１３
）
と
「
亀
山
」（
図
１４
）
の
連
続
す
る
場
面
展
開
で
あ
ろ
う
。
有
名

な
「
庄
野
」
に
は
夕
立
に
急
ぐ
人
々
の
姿
が
写
し
出
さ
れ
て
い
る
。
鄙
び
た
村
の
坂
道
で
あ
ろ
う
か
。
右
下
か
ら
左
上
へ
の
坂
を
下
る
人

は
画
面
中
央
よ
り
右
側
に
消
え
、
旅
人
を
乗
せ
た
駕
籠
は
反
対
に
左
側
に
消
え
去
る
。
右
側
の
人
々
は
右
側
、
左
側
の
人
々
は
左
側
の
舞

台
の
袖
に
退
場
す
る
か
の
よ
う
な
構
成
は
、
坂
道
で
の
突
然
の
雨
を
避
け
る
様
子
を
見
事
に
表
現
し
て
い
る
。
間
も
な
く
、
画
面
か
ら
は

人
が
姿
を
消
す
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
逆
に
、
坂
の
途
中
で
両
者
が
ぶ
つ
か
る
よ
う
に
描
か
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
画
面
の
動
き
の
流
れ
が
阻

害
さ
れ
混
乱
し
た
景
に
な
っ
て
し
ま
う
。

「
亀
山
」
は
雪
の
中
を
左
下
か
ら
右
上
へ
の
坂
道
を
大
名
行
列
が
歩
ん
で
い
る
。「
庄
野
」
の
坂
道
と
は
逆
方
向
に
な
り
、「
庄
野
」
を

右
に
、「
亀
山
」
を
左
に
置
い
た
な
ら
ば
、
い
ず
れ
も
中
央
に
向
か
っ
て
両
方
の
坂
道
が
上
っ
て
行
く
凸
型
構
図
が
現
れ
る
。
京
、
江
戸

へ
の
方
向
性
は
考
慮
し
な
い
が
、
坂
道
を
シ
ン
メ
ト
リ
ッ
ク
に
構
成
し
、
雨
と
雪
と
い
う
自
然
現
象
を
伴
っ
た
連
続
場
面
が
形
成
さ
れ
る

の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
広
重
は
東
海
道
を
夏
に
旅
し
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
冬
の
景
を
案
じ
た
理
由
が
あ
る
と
も
思
わ
れ
る
。
他
の
版
、

人
物
東
海
道
、
竪
絵
東
海
道
で
は
「
亀
山
」
に
雨
景
を
用
い
る
が
、
そ
の
他
に
は
保
永
堂
版
の
独
自
の
世
界
を
見
る
こ
と
は
な
い
。

保
永
堂
版
で
は
坂
道
が
「
庄
野
」
と
「
亀
山
」
の
凸
型
と
は
逆
の
凹
型
を
示
す
連
続
画
面
を
、
こ
の
場
合
も
京
、
江
戸
へ
の
方
向
性
は

無
視
さ
れ
て
い
る
が
、「
白
須
賀
」（
図
１５
）
と
「
二
川
」（
図
１６
）
に
見
る
。「
白
須
賀
」
に
あ
っ
て
汐
見
坂
を
下
り
江
戸
に
向
か
う
大
名

行
列
は
右
上
か
ら
左
下
へ
の
坂
道
を
歩
む
。「
二
川
」
で
は
名
物
柏
餅
の
看
板
の
見
え
る
茶
店
で
休
息
を
求
め
る
三
人
の
瞽
女
は
、
な
だ

歌
川
広
重
「
東
海
道
五
十
三
次
」（
保
永
堂
版
）
管
見

一
〇



ら
か
な
右
下
か
ら
左
上
へ
の
お
そ
ら
く
は
京
に
至
る
坂
道
を
ゆ
っ
く
り
と
登
っ
て
行
く
。「
白
須
賀
」
は
、
左
右
に
シ
ン
メ
ト
リ
ッ
ク
な

丘
を
配
し
、
画
面
も
凹
型
構
図
と
も
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
間
を
行
く
行
列
の
流
れ
は
左
側
の
丘
の
下
へ
の
坂
道
と
し
て
続
く
た
め
、「
二

川
」
の
坂
の
景
と
結
合
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
白
須
賀
」
は
他
の
版
も
汐
見
坂
の
景
で
あ
る
が
、
保
永
堂
版
の
よ
う
な
大
名
行
列
の
荘
重
さ
を
合
わ
せ
持
つ
か
の
よ
う
な
流
れ
の
中

に
坂
を
下
る
こ
と
は
な
い
。
特
に
、
隷
書
東
海
道
、
竪
絵
東
海
道
は
坂
を
俯
瞰
図
的
に
描
き
、
や
や
平
凡
な
風
景
と
な
っ
て
い
る
。
竪
絵

東
海
道
は
こ
の
よ
う
な
構
図
が
多
く
、
そ
こ
で
「
ほ
と
ん
ど
が
俯
瞰
図
で
あ
る
た
め
、
情
感
に
乏
し
い
」眷
と
も
評
さ
れ
る
。
た
だ
し
、

俯
瞰
図
だ
か
ら
情
感
に
乏
し
い
か
ど
う
か
は
研
究
の
余
地
が
あ
る
。
後
年
の
名
作
「
名
所
江
戸
百
景
」
に
あ
っ
て
も
、
俯
瞰
図
構
図
の
た

め
、
や
や
凡
庸
の
景
と
思
わ
せ
る
作
品
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
こ
と
に
、
江
戸
郊
外
を
描
写
す
る
時
は
そ
の
傾
向
が
強
い
が
、

「
蓑
輪
金
杉
三
河
し
ま
」
の
よ
う
に
上
部
と
右
前
に
鶴
を
配
す
る
な
ど
し
て
そ
の
単
調
を
救
う
な
ど
と
い
っ
た
広
重
の
画
技
の
高
さ
が
示

さ
れ
る
例
は
数
他
存
在
す
る
。
し
か
し
、
隷
書
東
海
道
、
竪
絵
東
海
道
は
、
こ
う
い
っ
た
近
景
処
理
へ
の
配
慮
に
や
や
欠
け
、「
白
須
賀
」

の
画
面
の
ど
こ
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
る
の
か
不
鮮
明
と
も
感
じ
ら
れ
る
。
こ
こ
が
、
情
感
乏
し
く
凡
庸
と
思
わ
れ
る
点
で
あ
る
の
だ

ろ
う
か
。

隷
書
東
海
道
「
二
川
」
は
、「
猿
か
馬
場
」
と
題
す
る
も
の
で
、
左
側
は
柏
餅
を
売
る
茶
店
で
二
人
の
旅
人
は
名
物
を
食
し
、
右
側
で

は
駕
籠
か
ら
旅
人
が
降
り
て
い
る
。
構
図
的
に
は
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
、
広
重
特
有
の
情
趣
も
醸
し
出
さ
れ
た
佳
品
で
あ
る
。
た
だ
し
、
保

永
堂
版
の
「
白
須
賀
」
と
「
二
川
」
の
有
機
的
結
合
を
こ
こ
に
求
め
る
こ
と
は
む
つ
か
し
い
。
こ
れ
は
竪
絵
東
海
道
も
同
様
で
、「
白
須

賀
」
の
下
り
坂
の
流
れ
を
継
続
す
る
よ
う
な
「
二
川
」
の
道
の
構
成
は
両
者
間
に
ゆ
る
や
か
な
流
れ
を
一
見
生
じ
て
い
る
と
も
思
わ
れ
る

が
、
明
確
な
対
比
の
な
い
情
景
に
は
印
象
深
い
つ
な
が
り
を
生
み
出
し
て
い
な
い
嫌
い
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
た
と
え
他
の
版
が
保
永
堂
版
と
同
様
の
図
様
に
よ
っ
て
画
面
の
巧
妙
な
展
開
を
意
図
し
て
い
た
と
し
て
も
保
永
堂
版
の

よ
う
な
独
創
的
な
画
面
を
充
分
に
形
成
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
る
。
た
だ
し
、
保
永
堂
版
に
見
え
る
有
機
的
結
合
は
広
重
特
有

歌
川
広
重
「
東
海
道
五
十
三
次
」（
保
永
堂
版
）
管
見
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の
穏
和
な
感
じ
を
私
た
ち
に
与
え
る
か
の
よ
う
な
結
び
つ
き
で
も
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
は
た
し
て
、
こ
の
結
合
は
制

作
の
初
め
よ
り
計
画
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
偶
然
の
所
産
な
の
か
。
も
し
そ
う
な
れ
ば
、
私
た
ち
に
と
っ
て
望
外
の
幸
運
を
も

た
ら
し
た
の
か
。
し
か
し
、
今
ま
で
述
べ
て
き
た
と
こ
ろ
か
ら
は
偶
然
の
所
産
と
は
思
わ
れ
な
い
秀
で
た
絵
画
表
現
で
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
て
な
ら
な
い
。

鴕

隣
り
合
う
宿
場
間
の
有
機
的
結
合
を
伴
う
絵
画
展
開
は
保
永
堂
版
全
体
に
生
気
を
与
え
て
い
る
。
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
流
れ
が
そ
こ
に
見
え

る
。
と
り
わ
け
、
そ
の
生
き
生
き
と
し
た
保
永
堂
版
の
人
物
描
写
を
高
く
評
価
す
る
の
は
山
藤
章
二
で
あ
る
。「
戸
塚
」
を
例
に
、
保
永

堂
版
を
現
場
で
の
ス
ケ
ッ
チ
を
基
盤
と
す
る
（
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
的
）、
人
物
東
海
道
、
美
人
東
海
道
を
机
上
で
の
作
画
を
基
調
と
す

る
（
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
的
）
と
区
分
し
、
後
者
を
つ
く
ら
れ
す
ぎ
て
面
白
味
に
欠
け
る
と
山
藤
は
評
す
る
眸
。
こ
の
よ
う
な
人
物
描
写
の
み

な
ら
ず
、
自
然
描
写
に
お
い
て
も
、
活
気
あ
る
実
景
的
雰
囲
気
が
漂
う
保
永
堂
版
に
比
べ
、
隷
書
東
海
道
、
竪
絵
東
海
道
な
ど
他
の
版
の

多
く
は
平
板
な
感
じ
が
し
な
い
で
も
な
い
。

し
か
し
、
保
永
堂
版
す
べ
て
が
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
も
な
い
。
雪
景
の
可
能
性
の
少
な
い
「
蒲
原
」
の
夜
の
雪
、
実
際
は
夏
に
訪
れ

た
の
に
雪
中
の
大
名
行
列
と
し
て
描
い
た
「
亀
山
」
の
景
、
た
し
か
に
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
は
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
根
底
に
現
場
で
の
ス
ケ

ッ
チ
を
基
盤
に
す
る
か
ら
、
換
言
す
れ
ば
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
的
な
眼
が
あ
る
か
ら
、「
蒲
原
」、「
亀
山
」
の
景
が
実
在
す
る
よ
う
に
思

え
て
く
る
の
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
保
永
堂
版
の
中
で
名
品
と
さ
れ
る
も
の
に
、「
蒲
原
」、「
庄
野
」
を
あ
げ
る
人
が
多
い
の
は
興
味
深
い
。
堀
晃
明

は
、「
蒲
原
」
を
、「
こ
の
絵
は
風
雅
の
趣
き
が
豊
か
な
上
に
詩
情
が
満
ち
溢
れ
て
い
る
と
し
て
『
東
海
道
五
十
三
次
』
の
中
で
最
高
の
傑

歌
川
広
重
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東
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作
で
あ
る
ば
か
り
か
、
広
重
畢
生
の
大
作
で
あ
る
と
い
う
の
が
大
方
の
見
方
で
あ
る
」睇
と
記
す
。
同
じ
く
「
庄
野
」
を
「
蒲
原
の
夜
の

景
と
並
ん
で
保
永
堂
版
の
中
の
傑
作
と
い
わ
れ
て
い
る
。
偶
然
に
も
、
両
者
は
実
景
そ
の
ま
ま
に
描
写
し
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
点
で

一
致
し
て
い
る
」睚
と
続
け
る
。

全
体
に
流
れ
を
感
じ
さ
せ
る
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
的
描
写
を
特
徴
と
し
て
い
る
と
今
ま
で
の
論
述
で
保
永
堂
版
を
把
握
で
き
る
と
思
わ

れ
そ
う
で
あ
る
の
に
、
代
表
作
は
、
詩
情
豊
か
な
、「
い
わ
ゆ
る
広
重
画
」
に
行
き
つ
く
。
こ
こ
に
私
た
ち
の
広
重
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ

が
存
す
る
。
本
論
冒
頭
部
の
高
橋
の
、「
う
ま
い
な
」
と
い
う
の
で
は
な
く
「
い
い
な
」
と
思
わ
せ
る
広
重
の
絵
画
へ
の
述
懐
で
あ
る
。

ま
た
、
坂
の
上
で
夕
立
に
出
会
い
、
右
端
、
左
端
に
走
り
去
る
人
々
、
そ
こ
に
は
ス
ピ
ー
ド
感
が
あ
り
、
不
意
の
雨
に
対
す
る
人
々
の

驚
き
が
迫
真
性
を
持
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
「
庄
野
」
を
、
私
た
ち
は
雨
の
降
る
詩
情
豊
か
な
広
重
画
と
思
っ
て
し
ま
っ
て
も
い
る
。
実

は
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
的
な
眼
で
巧
み
に
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
再
構
成
し
た
世
界
、
そ
こ
に
広
重
の
絵
画
の
ト
リ
ッ
ク
が
隠
さ
れ
て
い

る
の
か
も
知
れ
な
い
。
赤
瀬
川
原
平
は
次
の
よ
う
に
論
じ
る
。

広
重
の
浮
世
絵
構
造
は
、
考
え
て
み
る
と
巧
妙
で
あ
る
。
絵
に
描
か
れ
る
は
ず
の
細
部
は
、
そ
れ
ぞ
れ
見
る
人
の
体
の
中
に
す
で

に
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
い
わ
ば
火
薬
は
そ
れ
ぞ
れ
の
体
内
に
あ
る
わ
け
で
、
広
重
の
雨
の
絵
を
見
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
火
薬
が
点
火
さ

れ
る
。

広
重
の
絵
は
爆
弾
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
い
わ
ば
点
火
装
置
な
の
だ
。
だ
か
ら
そ
の
絵
は
質
素
で
い
ら
れ
る
。

（
中
略
）

「
雨
っ
て
こ
ん
な
も
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」
と
い
う
く
ら
い
の
幅
を
も
っ
て
、
そ
の
余
韻
を
見
る
も
の
に
受
け
渡
し
な
が
ら
、
渡

さ
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
の
余
韻
を
増
幅
さ
せ
て
、
そ
の
感
受
性
の
幅
の
中
に
確
か
な
雨
の
絵
が
出
来
上
が
っ
て
い
く
。
そ
の
中
で
は

非
常
に
高
度
な
絵
の
在
り
方
だ
睨
。

赤
瀬
川
の
芸
術
に
対
す
る
高
い
感
性
は
、
日
本
人
の
広
重
に
対
し
て
持
つ
イ
メ
ー
ジ
の
世
界
を
見
事
に
洞
察
し
て
い
る
。
人
は
東
海
道

歌
川
広
重
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東
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の
旅
を
広
重
の
絵
の
中
に
楽
し
み
、
そ
れ
ら
の
中
に
含
ま
れ
る
多
大
な
情
報
を
獲
得
し
つ
つ
、
雨
の
持
つ
「
余
韻
」
を
感
じ
な
が
ら
ゆ
る

や
か
な
詩
情
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
雪
の
「
蒲
原
」
を
観
る
私
た
ち
の
態
度
も
こ
れ
然
り
で
あ
る
。
そ
れ
は
隣
り
合
う
宿
場
間
の
有

機
的
結
合
も
こ
と
さ
ら
に
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
強
調
せ
ず
、
穏
和
さ
を
持
ち
続
け
る
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
広
重
の
表
現
で
あ
り
、
観
る
者
に
も
そ

の
よ
う
に
思
わ
せ
る
こ
と
に
関
係
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
明
治
時
代
以
降
の
日
本
人
の
広
重
へ
の
憧
れ
が
こ
こ
に
見
え
よ
う
。

そ
れ
ゆ
え
に
、
私
た
ち
は
小
林
清
親
を
「
明
治
の
広
重
」、
吉
田
初
三
郎
を
「
大
正
の
広
重
」
と
称
す
る
こ
と
を
許
し
た
の
で
あ
ろ

う
。
広
重
の
絵
画
の
鑑
賞
の
歴
史
が
次
第
に
姿
を
顕
わ
に
し
て
き
た
よ
う
な
思
い
が
す
る
。
そ
れ
は
、
広
重
が
平
安
時
代
よ
り
続
く
大
和

絵
の
伝
統
の
正
統
な
る
継
承
者
で
あ
る
こ
と
を
示
す
良
き
証
左
と
な
ろ
う
。

お

わ

り

に

保
永
堂
版
「
東
海
道
五
十
三
次
」
は
広
重
に
と
っ
て
初
め
て
の
東
海
道
シ
リ
ー
ズ
で
は
あ
る
が
、
各
場
面
の
構
図
の
巧
み
さ
、
隣
り
合

う
宿
場
間
の
絵
画
の
有
機
的
結
合
に
基
づ
く
生
き
生
き
と
し
た
画
面
展
開
、
途
中
で
双
六
の
「
一
回
休
み
」
的
間
奏
を
挿
入
し
つ
つ
文
学

性
を
加
味
し
な
が
ら
全
体
に
江
戸
か
ら
京
へ
の
流
れ
の
意
識
の
強
調
な
ど
に
よ
っ
て
、
他
版
よ
り
著
名
と
な
る
べ
き
作
品
で
あ
る
こ
と
が

理
解
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
そ
こ
に
は
日
本
人
独
自
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
眼
に
よ
っ
て
「
蒲
原
」
や
「
庄
野
」
に
感
じ
る
情

趣
に
対
す
る
愛
好
も
付
け
加
わ
る
。

だ
が
、
広
重
は
江
戸
時
代
後
期
に
生
き
た
人
物
で
も
あ
る
。
迫
り
来
る
明
治
維
新
の
気
分
を
受
け
な
い
は
ず
は
な
か
ろ
う
。
晩
年
の

「
名
所
江
戸
百
景
」
の
独
創
的
な
構
図
に
は
西
洋
絵
画
の
影
響
も
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
否
、
も
っ
と
「
明
白
に
」
と
表
し
た
方
が

正
し
い
の
か
も
知
れ
な
い
。
現
在
、
こ
の
「
名
所
江
戸
百
景
」
シ
リ
ー
ズ
の
絵
画
的
評
価
は
殊
更
に
高
い
。
江
戸
に
暮
ら
す
人
々
に
と
っ

て
親
し
く
接
す
る
日
常
の
景
を
、
か
く
も
斬
新
に
描
き
出
し
た
絵
画
に
対
す
る
驚
き
は
い
か
ば
か
り
で
あ
っ
た
か
。

歌
川
広
重
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東
海
道
五
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三
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永
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）
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実
は
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
を
特
徴
づ
け
る
表
現
に
近
い
作
例
を
保
永
堂
版
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。「
吉
田
」
の
画
面
右
側
の
普
請
中

の
吉
田
城
の
近
景
の
強
調
に
対
し
、
左
側
の
吉
田
橋
付
近
の
広
い
遠
景
を
組
み
合
わ
せ
る
構
図
は
、「
名
所
江
戸
百
景
」
の
「
両
ご
く
回

向
院
元
柳
橋
」
や
「
四
ッ
谷
内
藤
新
宿
」
に
類
似
し
て
い
る
。
天
保
年
間
の
初
期
、
す
で
に
広
重
は
こ
の
構
図
に
興
味
を
持
ち
、
特
色
あ

る
絵
画
を
描
い
て
い
た
。

昨
今
、
広
重
の
独
創
的
で
モ
ダ
ン
な
表
現
が
よ
り
注
目
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
他
方
、
多
く
の
日
本
人
が
詩
情
豊
か
な
広
重
の

絵
画
を
今
も
追
い
求
め
続
け
て
い
る
と
い
う
現
実
も
同
時
に
横
た
わ
っ
て
い
る
。
赤
瀬
川
原
平
や
山
藤
章
二
と
い
っ
た
作
家
の
鋭
い
眼
が

広
重
の
情
趣
の
本
質
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
の
尽
き
る
こ
と
の
な
い
魅
力
を
湛
え
た
画
風
を
考
究
す
る
こ
と
は
、
広
重
絵
画
の
多
様
さ
、

偉
大
さ
を
解
明
す
る
道
に
つ
な
が
る
。
そ
れ
は
、
家
永
三
郎
の
論
ず
る
「
上
代
倭
絵
の
精
神
が
新
し
い
形
を
と
っ
て
生
き
返
っ
て
ゐ

る
」睫
姿
を
見
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

註盧

白
石

克
編
『
慶
應
義
塾
高
橋
誠
一
郎
浮
世
絵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

広
重
東
海
道
五
十
三
次

八
種
四
百
十
八
景
』（
一
九
八
八
年

小
学
館
）、
堀

晃
明
『
天
保
懐
宝
道
中
図
で
辿
る

広
重
の
東
海
道
五
拾
三
次
旅
景
色
』（
一
九
九
七
年

人
文
社
）
な
ど
が
代
表
的
著
作
で
あ
ろ
う
。

盪

拙
稿
「『
大
和
絵
』
と
『
浮
世
絵
』
研
究
序
説
│
│『
源
氏
物
語
絵
巻
』
と
歌
川
広
重
『
東
海
道
五
十
三
次
』（
保
永
堂
版
）
の
比
較
を
中
心
に

│
│
」（
関
西
学
院
大
学
創
立
１１１
周
年
文
学
部
記
念
論
文
集
）

蘯

近
藤
市
太
郎
『
浮
世
絵
』（
一
九
六
六
年

至
文
堂
）

盻

内
田

実
『
広
重
』（
一
九
三
二
年

岩
波
書
店
）

眈

山
藤
章
二
「
序
文

描
き
手
の
目
か
ら
見
た
広
重
五
十
三
次
」（
白
石

克
編
『
慶
応
義
塾
高
橋
誠
一
郎
浮
世
絵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

広
重
東
海
道

五
十
三
次

八
種
四
百
十
八
景
』〔
前
掲
〕
に
所
収
）

眇

高
橋
克
彦
『
浮
世
絵
ミ
ス
テ
リ
ー
ゾ
ー
ン
』（
一
九
九
一
年

講
談
社
）

眄

註
盪
に
同
じ

歌
川
広
重
「
東
海
道
五
十
三
次
」（
保
永
堂
版
）
管
見
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眩

同
右

眤

著
者
は
「『
大
和
絵
』
と
『
浮
世
絵
』
研
究
序
説
│
│『
源
氏
物
語
絵
巻
』
と
歌
川
広
重
『
東
海
道
五
十
三
次
』（
保
永
堂
版
）
の
比
較
を
中
心
に

│
│
」〔
前
掲
〕
に
お
い
て
、
大
名
行
列
は
す
べ
て
京
に
向
か
う
と
記
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
こ
の
二
図
の
大
名
行
列
は
江
戸
に
向
か
う
こ

と
が
明
白
と
な
っ
た
。
こ
こ
に
前
説
を
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
た
い
。

眞

註
眈
に
同
じ

眥

阪
倉
篤
義

大
津
有
一

築
島

裕

阿
部
俊
子

今
井
源
衛
校
注
『
竹
取
物
語

伊
勢
物
語

大
和
物
語
』（
一
九
五
七
年

岩
波
書
店
）
本

を
使
用

眦

青
木
生
子

井
手

至

伊
藤

博

清
水
克
彦

橋
本
四
郎
校
注
『
萬
葉
集
一
』（
一
九
七
六
年

新
潮
社
）
本
を
使
用

眛

堀

晃
明
『
天
保
懐
宝
道
中
図
で
辿
る

広
重
の
東
海
道
五
拾
三
次
旅
景
色
』〔
前
掲
〕

眷

白
石

克
編
『
慶
応
義
塾
高
橋
誠
一
郎
浮
世
絵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

広
重
東
海
道
五
十
三
次

八
種
四
百
十
八
景
』〔
前
掲
〕

眸

山
藤
章
二
「
序
文

描
き
手
の
目
か
ら
見
た
広
重
五
十
三
次
」〔
前
掲
〕
の
内
容
を
筆
者
が
要
約
し
た
。

睇

註
眛
に
同
じ

睚

同
右

睨

赤
瀬
川
原
平
『
赤
瀬
川
原
平
の
名
画
探
検

広
重
ベ
ス
ト
百
景
』（
二
〇
〇
〇
年

講
談
社
）

睫

家
永
三
郎
『
上
代
倭
絵
全
史

改
訂
版
』（
一
九
六
六
年

墨
水
書
房
）

│
│
文
学
部
教
授
│
│

歌
川
広
重
「
東
海
道
五
十
三
次
」（
保
永
堂
版
）
管
見

一
六


